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「荷電粒子核反応データファイル年次報告」編集書式規準（案）
1） はじめに
「荷電粒子核反応データファイル年次報告」の編集に携わっていた１０年ほどの間に、年次報告書の「編集書式」、或は、「編集作業規準」とでも言うべきものの「原型」が、編集委員会での議論や試行錯誤を通じて、徐々にではあるが、確立して行っていたように思われます。
この小編では、上記の「編集作業指針「原型」」について覚書き風にまとめてみることに致します。
なお、事例として「２００５年度辞書作業部会（NTX-WG）報告」の抜粋を添付しておきます。
2） 編集書式
-ファイルの種型
TeX
<設定>
 \documentclass{jarticle}

 \setlength{\oddsidemargin}{-0.25cm}

 \setlength{\evensidemargin}{-0.25cm}

 \setlength{\textwidth}{16.5cm}

 \setlength{\topmargin}{-1.0cm}

 \setlength{\textheight}{23cm}

 \setlength{\rightmargin}{1.6cm}

 \setlength{\leftmargin} {1.6cm}

WORD
<設定>
Ａ４判
１ページ
· ４５行
· ４６文字
本文　ＭＳ明朝１０．５ポイント
-印刷時
Ａ４判　→　Ｂ５判に縮尺
3） 全体の構成
· 先頭ページ
· 目次　　　　(※注)ページ数の少ない報告については省略
· はじめに
· 本文
· おわりに
· 謝辞
· 参考文献
4） 先頭ページ
(1) 表題（ＭＳ明朝１８ポイント、太字、中央寄せ）
日本語名
英語名
(2) 所属（ＭＳ明朝１２ポイント、太字、独立行、右詰）
著者名（ＭＳ明朝１２ポイント、太字、独立行、右詰）
日本語名（連続複数行）
英語名（連続複数行）
(3) Abstract（Times New Roman 12ポイント、太字、独立行、中央寄せ）
英語本文（Times New Roman 12ポイント、左詰め）改行なし
5） 目次（ＭＳ明朝１１ポイント、太字、中央左詰）
6） 本文（ＭＳ明朝１０．５ポイント、左詰）
7） 謝辞（ＭＳ明朝１２ポイント、太字、左詰）
本文（ＭＳ明朝１０．５ポイント、左詰）
8） 参考文献（ＭＳ明朝１２ポイント、太字、左詰）
本文（ＭＳ明朝１０．５ポイント、左詰）
9） 事例
例示として「２００５年度辞書作業部会（NTX-WG）報告」の抜粋を添付しておきます。
10） おわりに
以上、大変不満足なものではありますが、「荷電粒子核反応データファイル年次報告」の「編集作業規準」の「原型」の最小限の項目を羅列してみました。
勿論、これは確定事項ではありませんので、現在の編集委員会で、これを元により良い規準を作成されることを希望致します。
作業指針としては、この他にも、表紙、裏表紙を含む最後の数ページの構成（研究者の皆様へ、奥付、DARPE quick guide、連絡用葉書）、背表紙　についても一定の規準がありますが、これについては比較的確立していると思われますので割愛致します。
（8/27/2010 能登　宏）
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